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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第２９号  

     豊後国旧森県角埋山古城跡略図 

     豊後国森陣屋絵図 

     肥之前州有馬旧城地形一揆篭城攻口之図 

     長篠合戦図 

     下野国上三川城明治初期絵図発見 

                             平成２８年２月１日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

――――――――――――――――――――――――――――― 

  城郭現地調査報告及び資料調査 

博物館事業報告 

１・豊後国旧森県角埋山古城跡絵図・旧森陣屋之図 

 今年の年賀状表に間違って富原文庫所蔵陸軍省城絵図と入れた角埋山古城跡絵図。現在富原文庫所蔵陸軍省絵

図は９６城郭１２８図であるが、日本に入った時点では１２１城郭１７３図であった。これらの散逸した絵図も

画像は確認できているため、発見されればそれが陸軍省城絵図か否かは判定できる。今回間違えた角埋山古城跡

絵図もそういった絵図であった。これまでも別の所蔵先から３城３図を譲渡いただいた。今回の角埋山古城跡絵

図はたまたま、年賀状送付先であったために、お叱りを受けずに、森陣屋絵図と合わせてお譲りいただいた。後

九州管内の１０枚余についても何れ求める予定をしている。これで所蔵陸軍省城絵図は９８城郭１３０図となる。

散逸した絵図は２３城郭４３図である。森県の城と陣屋は大分県玖珠郡玖珠町にあり、慶長６年来島長親によっ

て森藩が立藩され、角牟礼城が廃城となり、森陣屋が構築された。絵図としての検討は後日実施したい。 

２・所蔵資料紹介 石割平造著 『支那城郭の概要』 昭和１５年 

 １０１か所に及ぶ、中国城砦都市の１万分１縄張図集。旧日本軍の中国攻略という視点で調査さ

れた詳細な城郭図集。本書は１９７９年『ＣＨＩＮＥＳＥ ＷＡＩＩＥＤ ＣＩＴＩＥＳ』として

香港中文大学出版社で英訳され、縮小版が刊行されている。原本が大型折込図であるのに対し、Ａ



 

 

４サイズに縮小され取り扱いは容易であるが、これもすぐに絶版となった。内容は１９９９年国立

歴史民俗博物館研究報告７８号で京都大学総合人間学部の愛宕元氏が巻頭部分を１８頁にわたり

復刻紹介さてている。本書は城郭文献最大の奇書である。３０年前になぜか一度に４冊出たが、１

冊は落丁であり、以降一度も市場に姿を現さない。 

 

３・資料紹介 稜堡城郭資料 １６５４年ピエトロ・パオロ著『城塞の防備と攻撃』ベェネチア刊 

 



 

 

等、銅版稜堡城郭図５２図収録、日本では幕

末に移入された稜堡城郭も西洋では２００年以上前の技術である。 

４・福島県立博物館平成２８年度春の企画展 『幕末・若松・喜知松 ―物知り絵師が残した会津―』仮称 

 ４月２３日から６月１２日まで、大須賀清光（皎斎清光）著、富原文庫本会津若松城下絵図屏風

展示、平成２５年八重の桜放映時安中市学習の森で公開した屏風を再び展示します。会場は会津若

松城内で屏風としては里帰りしたことになります。若松城探訪の際お立ち寄りください。 

５・下野国河内郡上三川城絵図  明治初期古絵図 誰も注目することのない明治初期の地籍図の残

片である。方形館跡のような遺構が見え、八枚ほどの用紙をつなげてみれば、見事な館跡が出現し

た。ただ、三分の一は欠損しており、どこかわからない。同時に出た資料が下野国河内郡であった

ために、日本城郭大系で調査すると、上三川城跡の縄張であった。同城は慶長２年廃城で、今も高

さ４ｍ、幅７－８㎡の土塁と堀が残るという。古絵図には年代やタイトルの記載はない。同時に小

縮写の細密な地番と面積のみの古絵図４枚があり、同様上三川城と北の今一つ方形館跡が描かれて

いる。こちらは未知の城館と思われる。この絵図にもタイトルが書かれていない。 

左が北、２つの館 

６・岩宿博物館『考古学から見た戦国時代』展開催 

 １月３０日から３月１３日まで、富原文庫所蔵箕輪城絵図と春日山城絵図の画像を安中市学習の森から提供し

ます。展示会は群馬県内の城館を取り上げ遺物や遺構から群馬の戦国時代を見ていこうとされています。 

 展示概要 群馬の戦国時代・関東管領上杉氏と守護代長尾氏の城・戦国武士の城・上杉武田北条氏の侵攻と城

郭 １月３１日・２月７日・１４日・２８日・３月６日には郷土史講座群馬の戦国時代が開催され、６日は史跡

見学会も開催されるようです。詳細は下記へ 

 ３７９－２３１１ 群馬県みどり市笠懸町阿左美１７９０－１ ０２７７－７６－１７０１ 

７・ＲＫＫ熊本放送 新春特番「熊本城ものがたり」１月３日で富原文庫所蔵御城内御絵図紹介 

 （株）ブレーン九州映像伊津野社長からＤＶＤを寄贈いただきました。新春特番に放映された熊

本城ものがたりの絵図提供の礼状でした。早速拝見すると熊本城研究機関熊本市熊本城調査研究セ

ンターによる調査が紹介され、富原文庫所蔵御城内御絵図が地元の古文書藻塩草とともに来場され

た鶴崎俊彦氏と木下泰葉さんによって詳細に紹介されていました。合わせて、飛び地の大分県鶴崎

の御茶屋絵図を始めて見せていただきました。 



 

 

８・日本最大の骨董市東京ビックサイト骨董ジャンボリーに参加、古地図大量展示大好評でした。 

  

壁一面に貴重絵図、展示台に全国北海道から九州の古地図を地区別に、世界、日本、中国、台湾、

朝鮮の古地図、さらに古文書、大量の古典籍、錦絵を展示しまいた。海外から、北海道、九州から

押し寄せる来場者で展示場はいっぱいになりました。 

 

富原文庫は中央右ピンク色の所、今回初めての１コマの出展で、従来のようにそのたびに要望の地

図を出し入れすることなく、一覧していただき好評でした。 



 

 

１２月の東京流通センター平和島骨董まつりも下記の通り大盛況でした。 

  

９・和歌山県田辺市教育委員会『田辺市文化財』５２号に水島さんの富原文庫所蔵陸軍省城絵図田辺城

が詳細に紹介されます。 

 問い合わせ先和歌山県田辺市教育委員会文化振興課文化財係堀純一郎氏 

０７３９－２６－９９４３ ６４６－００２８ 田辺市高雄１－２３－１市民総合センター内 

１０・肥前州高来郡島原森岳城絵図 

 島原城絵図であるが、内容は城下町絵図である。今後このような城郭図でないものついては処分

の対象としていきたいが、処分前に絵柄は公開しておきたい。名古屋城下町、金沢城下町絵図も予 

定。  



 

 

 

新収集情報報告 

  掲載は入手順に入手後、翌日に記載しています。メモ代わりの備忘録ですので順不同です。 

 掲載分類は城郭図、城郭錦絵は城郭、群馬地図、資料は群馬、錦絵地図は錦絵、地図類は航空写

真も地図、錦絵軍事、砲術、調練は軍事、後はタイトル通りです。 

１・古絵図・古地図 

 支那北京皇居之図 明治２７年  田村茂太郎 三栄堂 石版色刷 ４０ｘ６４ｃｍ 

 大日本海陸輿地全図 内題大日本国海陸全図諸道中宿駅工程便覧 明治４年 箻窓貞雅著 金

鱗堂福住清七 木版色刷 ７３ｘ２５２ｃｍ 明治参年北海道拾壱箇国郡名蝦夷千島樺太図入  

 山形市実測全図大正１４年・山形市街図昭和８年２種 ３枚 

 大日本道中明細図全 明治２９年 筒井梅吉 ３６ｘ１６７ｃｍ 銅版色刷 

 江戸切絵図 御曲輪内大名小路絵図・下谷絵図全・隅田川向島絵図全 

 懐宝大日本道中便覧全 岡大次郎編 木村文三郎 銅版色木版 明治１６年 北海道行程之

図・大日本輿地図・大日本道中行程明細新図・一新諸国道中宿泊表・鉄道時間及賃銭料表 

 最新詳密世界全地図 東京地理調査会 明治３８年 石版色カッパ ７８ｘ１０８ｃｍ 

 弘前市内新地図 明治３７年 近松雄吉 ３９ｘ５４ｃｍ 

 新撰大阪市中細見全図附兵庫神戸市街全図全 伊藤頻男 明治１４年 銅版色刷 表紙付 ４



 

 

８ｘ７１ｃｍ 

 金沢細見図 明治初期 木版色刷 金沢城は陸軍省所轄地 ３６ｘ４９ｃｍ 

 文久新鐫八町掘細見絵図全 文久２年 金鱗堂尾張屋清七板 ３６ｘ６５ｃｍ 江戸切絵図の

稀図、見た図書館はじめほとんど未収蔵、本図を以て切絵図は３１図となり完成する。 

 江戸切絵図 ２５種 尾張屋版 

 海図 マカオから広東１９３６・シンガポール・香港１９８３・海南島周辺・マラッカ海峡・港

湾地図・インドネシア・マラッカ海峡・地中海・フィジー諸島１９７８ 

 大日本早引細見絵図増補北海道琉球国全図 静間密訂正増補 明治１２年 木版色刷 ３７ｘ

１７６ｃｍ  

 江戸図 嘉永元年 吉田屋文三郎 木版色刷 ５４ｘ６７ｃｍ 

 樺太全図 下野新聞付録 明治３９年 ２１ｘ３７ｃｍ 石版 

 改正昌平御江戸絵図 天保新刻 須原屋茂兵衛他 墨刷木版 ５２ｘ５４ｃｍ 表紙付 

 分間江都絵図 寛政改正１７８９年 吉文字屋次郎兵衛 ２色刷木版 ３３ｘ４６ｃｍ 

 伊豆七島全図全 木版色刷 ７４ｘ９９ｃｍ 五百部限定 

 改正摂津大坂図 石川屋和助 木版色刷 ５１ｘ８９ｃｍ 

 信濃国大絵図全 森川保之 天保６年１８３５年 木版 １０６ｘ１７４ｃｍ 

 分間懐宝御江戸絵図 文政５年１８２２年 木版 ７９ｘ８８ｃｍ 

 萬寿大坂細見図 文久３年１８６３年 木版色刷 ４７ｘ８６ｃｍ 

 大日本早引細見絵図 文久３年１８６３年 木版色刷 絵図屋庄八 ３７ｘ１７８ｃｍ 

 道中図(仮) 天保１４年１８４３年 木版色刷 丁子屋源次郎 ３６ｘ１１８ｃｍ 岡田春燈

斎図 

 下総国輿地全図 嘉永２年１８４９年 木版色刷 １０１ｘ１１０ｃｍ 

 安房国全図 嘉永２年１８４９年 木版色刷 ５１ｘ７０ｃｍ 

 上総国輿地全図 鶴峰戊申著 木版色刷 ７３ｘ１１９ｃｍ  

 信濃国絵図 信州松本高美屋甚左衛門 木版色刷 ９６ｘ２０９ｃｍ 

 下野国全図 鶴嶺彦一郎作橋本玉蘭図 木版色刷 ８８ｘ１２６ｃｍ 

 上野国全図 村上吾雄著 木版色刷 １２７ｘ１０３ｃｍ 

 地球万国方図 嘉永６年１８５３年 木版色刷 １３０ｘ７８ｃｍ 

 地球万国方図 明治４年 銅版色刷廻り木版 橋爪貫一校正湯津香木舎蔵版 ９８ｘ１２０ｃ

ｍ 

 千葉県多古町鳥瞰 松井天山 大日本市街鳥瞰図発行所 昭和８年 ３９ｘ５４ｃｍ 裏商工

庶家案内 

 嘉永改正府郷御江戸絵図 １０５ｘ１０２ｃｍ 木版色刷 袋付 東武高柴三雄撰  

 江戸大絵図 元禄頃 １２４ｘ１４２ｃｍ 木版手彩色 西南および東南部分欠 

 出羽国絵図 木版色刷 ７０ｘ１６３ｃｍ 欠有 

 江州栗太郡井水絵図 慶長８年 彩色絵図 １０８ｘ１４０ｃｍ 調査中 

文献 蝦夷地図抄・ 

２・古典籍・古記録 

 黒田家譜 全１５冊 精写本 １０行本 

 絵入道中独案内全 明治１３年 横小本 ３９丁 全頁銅版絵図 袋付 牧野豊太郎編 文江



 

 

堂蔵版 東海道筋・中山道筋・奥州筋・成田道 同一書７冊 

 上杉十二将図 木版 明治１７年 高橋巳之助 ５６ｘ１２５ｃｍ 軸装 

 出火場所方角附御救小屋場所附 天保５年１８３４年 瓦版 江戸大火 

 讃岐象頭山正祭頭騎大略図 木版 ３６ｘ７２ｃｍ 

 卯辰山開拓録 開拓山人 明治２年 木版絵入本 

３・印刷資料 

４・錦絵・引札・双六・絵葉書・古写真 

竹久夢二木版３枚 １５ｘ２１ｃｍ 

 錦絵寿永２年平将知度倶利伽羅谷大合戦 ３枚続き 芳幾  

 奥州宮城郡市川村多賀城址壺碑図 木版 ３２ｘ４２ｃｍ 

 錦絵東京名所ノ内第１号金龍山観世音真景 幾英 明治２２年 

 東京名所競浅草金龍山浅草寺 版画色刷 明治１８年 長谷川園吉 

 錦絵東京名勝之内高輪鉄道 国輝 両国加賀吉 

 東京名所浅草公園十二階を望む 明治３２年 東洋彩巧館 藤山種芳 

５・軍事資料・武器武具 

 文献 自衛隊兵器大全・ 

６・城  

 豊後国旧森県角埋山古城跡絵図・旧森陣屋之図 別記 

 下野国河内郡上三河城地引絵図 明治初期古絵図 日本城郭大系によれば、慶長２年廃城で、今

も高さ４ｍ、幅７－８㎡の土塁と堀が残るという。別記 

肥之前州有馬旧城地形一揆篭城攻口之図 考証後日 

彦根城下町絵図 ５５ｘ７７ｃｍ 彩色絵図 元禄頃か 

 長篠合戦図 考証後日 

 団扇絵 東京名所の内 宕公園の景 木版色刷 品川台場２基、遠景に富士 

 城郭文献 箕輪城考古城址調査の栞附城制用語略解昭和４年・堀尾吉晴―松江城への道・佐土原

城天守を持った山城の歴史・駿府城Ⅰ遺構編・駿府城Ⅱ三の丸堀他・県指定史跡甲府城跡鉄門復元

整備事業報告書・重要文化財松山城紫竹門ほか二棟保存修理工事報告書・史跡上之国勝山舘跡内米

文庫蔵組立復元工事報告書・史跡秋田城跡整備事業報告書Ⅱ・重要文化財福岡城南丸多聞櫓修理工

事報告書・近世の城と城下町膳所彦根江戸金沢・高城戦記・近畿の名城を歩く２種・お城の手帳黒

田官兵衛をめぐる５５の城・秀吉の御所参内聚楽第行幸図屏風・戦国安芸高田の山城 

 城郭絵葉書 招魂社春季大会当日の飾り物仙台城隅櫓・ 

７・群馬郷土資料 

８・資料 

 文献 加賀前田家と尊経閣文庫・ 

あとがき 

１・年末、２９日まで来場者があり、すべて終わったというところで、古書同好会の目録問い合わせ

が３１日まであり、荷出しして回答ということに追われました。遠く北海道の地図研究者からは珍

しいとお褒めの言葉をいただきました。２６日の市場でも古地図はほとんど買い取りました。とい

うことで、正月という余裕もなく、働き蜂のような２０１５年で、大みそかの夜１１時まで仕事し

ていました。来場者は砲術秘伝書であり、型紙であり、目的を定めてお越しになります。自らもコ



 

 

レクターですので、その心境は痛いほどわかりますので、寸暇を割けて対応しています。お付会い

すればするほど、目的とされるものが絞り込め、お役に立てるようです。それにしてもこれほど多

くのコレクターがおられるとは驚きです。ただ、絵葉書と城グッズ以外の城のコレクターにはお会

いしたことがありません。こちらは城郭資料のブラックホールのような。年明けから８－１０日の

骨董ジャンボリーと１２日の群馬の市場準備、１１日のホームページ打合せとあわただしい日々で

す。１年の早いこと、流星のごとくです。 

２・年始、古書同好会目録の問い合わせと回答、荷出し、梱包、送料計算、請求書送付で元旦から６

日まで、追いかけられました。個人のコレクターが圧倒的ですが、うれしいのは博物館関係からの

発注が大幅に増加したことです。展示会の協力依頼も矢継早です。福島県立博物館４月企画展、群

馬県岩宿博物館企画展、安中市学習の森来年山本勘助展、引き合いも各地博物館、各地大学。目録

も高札から、通行手形、古典籍、武術秘伝書、燐寸、軍事、鉄道、地図、日記、漂流、大名書状、

集印、道中記、番付、雙六、砲術、紙芝居と多彩、内容問合せの電話もひっきりなし、多少景気が

回復したのでしょうか。珍しい資料に感動の電話も多くいただきました。現役時代もそうですが、

オンリーワンの開発を３０年ほど手がけました。数１００億の売り上げもともかく、多くのお客様

に喜んでいただいたことが何よりでした。世界一を社内外に標榜していました。今もオンリーワン

の貴重な資料をあるべきところに提供して、活用され、喜んでいただけるというのは活動冥利に尽

きます。多くのコレクターとお友達が出来、なんでもできそうです。生涯現役です。あと８年で城

資料以外、古地図、砲術、その他すべて処分します。 

３・１月１７日、結局、古書同好会の引き合いは１２月３１日から１月１６日まで続きました。約２ｍ

ほどの大型地図の中から目的の地図を引き出し、問い合わせに回答、梱包、請求書作成、入金、発

送という作業が、骨董ジャンボリーを挟んで前後永遠に続きました。体力の限界でした。今回、問

い合わせが長期にわたったのは正月休みを挟んだためと、発送元が東京であるために、不公平では

ありますが、東京近辺から順番に注文いただき、最後、九州、北海道でした。出荷に手間取ったの

は古書同好会の荷物と骨董ジャンボリーの絵図類が混じったために収拾がつかなくなったためで

す。次回から検討の余地があります。１階１０頁４８０点という大量の古地図、古絵図、古文書の

保管場所がないというのも致命傷でした。忙しいのはうれしい悲鳴でしたが、歳も考えないとと思

う今日この頃です。 

４・ホームページ作成 

 優秀で力強いスタッフを得て、相当進みました。当初７月の予定でしたが、４月ごろには完成し

そうです。相当充実したものになります。お楽しみにしてください。なお。関連先をリンクに入れ

たいと考えて居ますので、ホームページアドレスを連絡ください。よろしくお願いします。 
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